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第２学年Ａ組   道徳学習指導案 

     
１ 主題名  

たがいをほめあって，クラスを楽しくしよう 
低学年２－（３），低学年４－（３） 互いを認めあう楽しい学級に  

２ 資料名  
「みんなのいいところ」 出典 日本標準   

３ この資料でもたらしたい認識 
   次の①～③を認識させる 

① 友達や自分にいいところをみつけてもらうと，がんばる力がわく。 
② 他の人も友達や先生にいいところをみつけてもらうとがんばる力がわく。 
③ みんなにがんばる力がわくと，学級全体が楽しくなる。 

４ 資料を選んだ理由 
私は，子どもたちに毎日楽しい学校生活を送ってほしいと願っている。そのためにはまず，学級

での関わりを通して，互いを認め合い，理解し合い，信頼感や友情を育てることで，よい友達関係

を築き，身近にいる学級の友だちや先生との学校生活を楽しいと感じさせたい。 
本学級の児童の実態アンケートでは，「自分のいいところがわかる」児童が５３％，反対に「自

分のいいところがわからない」と答えた児童は４７％いた。また自分のいいところがわからないと

答えた児童の中で，「自分に自信がない」という児童は５６％もいた。このことから，自分のいい

ところに自信を持って過ごしている児童もいるが，自分のいいところがわからず，自信を持つこと

ができずに，消極的になってしまっている児童もいることがわかる。しかし，「クラスでの生活を

もっと楽しくしたいですか」という問いには，「このままでよい」と答えた児童が１１％，「もっと

楽しくしたい」と答えた児童が８９％であった。このことからも，子どもたちがもっと楽しいクラ

スを望んでいることもわかった。また，「友達や先生からいいところをほめられたら，どんな気持

ちがするか」というアンケートでは，「嬉しい」，「もっとがんばる気持ちになる」，「これからも続

けたくなる」，「力がわく」，「自信が持てる」と答えた児童が多かった。 
以上の実態をふまえて，この資料を選んだ理由は，次の通りである。 
○ 日常的によく見られるような場面設定である。本学級でも同じようなことがある。 
○ 主人公の自信がない時と，みんなからほめられて嬉しそうな時が対比してあるので，ほめら 
れるとどうなるのかがとらえやすい。 

○ いいところを友達から言ってもらうことで，自信とうれしさを味わう「あやちゃん」 
の行動を知ることが認識へとつながる。 

○ 互いのいいところを認め合っているみんなの行動を知ることが認識へとつながる。 
○ 認識を深めるための体験活動を組み込みやすい。 
○ 実際に「あやちゃん」と同じようにいいところをみつけてもらうという体験をすること 
で，認識がより自分の問題になる。 

  私は，クラスの全児童が互いに認め合う活動を通して「自分のいいところがわからない」という児

童にも，自信を持たせたい。「自分のいいところがわかる」児童には，もっとその自信を増やすこと

ができるようにしたい。それをきっかけとして，ひとりひとりにがんばろうというやる気を持たせ，

最後にはクラスみんながそのような気持ちを持つことで，学級全体が楽しいと思えるクラスをつくっ

ていきたいと考えている。 
４ 本時のねらい  

友達や先生にいいところをみつけてもらうと，やる気がおこることをわからせて，楽しい学級を

つくらせる。 
５ 日時  

平成１７年 ９月２１日(水曜日) ５校時  
 ２年Ａ組教室において 

６ 準備 
・児童 資料「みんなのいいところ」プリント，道徳ノート，心のノート  
・教師 挿絵，メッセージカード  
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１ 教師の「わたしメッセージ①’」を聞き，

本時学習のめあてをつかむ。 
 
○ 先生は，お友達や先生にほめられたと

きに，すごく嬉しかったんだな。 
○ わたしも，先生みたいにほめられてみ

たいな。 
○ 今日は，お友達にいいところをみつけ

てもらえるんだな。 
 
 
 
 
 
 
 
２ 資料「みんなの いい ところ」を読ん

で話し合う。 
（１） 教師の範読を聞く。 
（２） 話の内容を振り返る。 

① あやちゃんがちいさい声になる理

由を考える。 
・はずかしい 
・自信がない（認められていない）

② ともだちにほめられた時のあやち

ゃんの様子 
・うれしい 
・自信をもっているから生き生き 
している 

③ いいところを言い合っているみん

なの様子 
・みんなが嬉しい 
・みんながニコニコして楽しい 

（３） 教師の「わたしメッセージ②’,③’」を

聞く。 
   ○ 私はどんなところをほめてもらえ

るかな。 
   ○ みんなでほめあったら楽しそうだ

な。 
 
３ 「２の１いいところ見つけ大会」をする。

 （１）グループに別れて，いいところを発

表する。 
 （２）付箋を学習プリントにはる。 
 
（３）教師からの手紙をもらう。 

 
 
４ 教師の話を聞き，「今日の学習でわかった

こと」を書き，発表する。 
 
５ 「友達のはなしを聞いてわかったこと」

を書く。 

◎ わたしメッセージ①’ 
資料の中で教師が児童に何を認識させよ

うとしているかについて語る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 話に注目させるために，具体物を提示し

ながら話をする。 
 
 
◎ わたしメッセージ②’ 

認識の事実関係がどうなっていると教

師が認識しているかを語る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ わたしメッセージ③’ 

その認識を児童にもってもらおうとな

ぜ教師が思ったかについて語る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 自分の経験と共通していることに目を

向けることができるように，実態アンケー

トの結果にもふれながら話をする。 
 
○ 交流の時間をたくさんとるために，友達

のいいところを事前に心のノートと付箋

に書かせておき，それをもとに発表させた

る。また，グループに１人ずつ司会者の役

割を持たせ，会をスムーズに進行させる。

○ 教師からすべての児童にいいところカ

ードを渡す。 
 
○ 「能動的な聞き方」で児童の話を聞く。

○ 自分の認識を広げるために，友達の話を

聞く時間を確保する。 
 

５

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20
 
 
 
 
 
15
 

【めあて】 おたがいをほめあって，クラスを楽しくしよう。 

・ 教師自身が先生やみんなにほめら

れ，それをきっかけにがんばる力がわ

いて学校が楽しくなった体験。 
・ 自分のいいところをみつけてもらう

と，がんばる力がわいて，学校が楽し

くなったので，今日は２のＡのみんな

にもそれを味わってほしいという願

い

・ あやちゃんのように，友達や先生に

いいところを見つけてもらい，自分を

認めてもらうと，嬉しくなること。 
・ みんなも，いいところをみつけても

らうと嬉しくなっていること。 
・ みんなが嬉しくなると，クラス全体

が楽しくなること。 

・ ２の１のみんなにもいいところがた

くさんあるから，いいところを教えあ

ったら，みんなにがんばる力がわくと

思うこと。みんなにがんばる力がわく

ともっと楽しい２の１になると思う

こと。 




